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展覧会が１２月１０日（木）～１２日（土）に行われまし 

た。今年度は、新型コロナウイルス感染症拡大予防のため、 
北校庭を主会場としての開催となりました。みなみん学級の 
子供たちにとって、普段から関わりのある畑が会場になって 
いること、そして、そこに自分たちの作品が飾られているこ 
とをとても喜んでいました。鑑賞日には、友達の作品や、他 
の班のかかしを褒め合いながら鑑賞していました。王様のか 
かしの前で、同じポーズをとって笑い合っている姿も見られ 
ました。もちろん、通常の学級の作品も熱心に鑑賞しており、 
「虹色みたい！きれい！」 
と口々に感想を述べ、作品の世界を楽しんでいました。 

１２日（土）には、転校をした６年生の友達や、みなみん 
学級の卒業生、みなみん学級に関わりのある先生方や支援員 
の方々など、多くの人たちが鑑賞に来てくれました。久しぶ 
りに友達や先生方に会うことができ、子供たちはとても嬉し 
そうに話をしていました。 

６年生は、ナンタナ学芸員もやりました。自分たちの班の 
かかしの作り方や、工夫したところなどを自分たちの言葉で 
みなみん学級の友達、通常の学級の３年生、保護者や地域の 
方々に説明をしました。１１日（金）に３年生に作品の説明 
をするときには、緊張していた６年生も、繰り返し経験して 
いくうちにだんだんと慣れてきて、１２日（土）には、自信 
をもって保護者や地域の方々に解説することができていまし 
た。 
「緊張したけど、やってよかった。」 
と、笑顔で感想を伝えてくれました。６年生の子供たちに 
とっては、特に心に残る展覧会になったと思います。 
 今年は屋外が会場になったり、夜のライトアップがあっ 
たりと、例年とは違った形の開催でしたが、子供たちにと 
って、とても良い経験ができ、たくさんの思い出を作るこ 
とができた展覧会となりました。何かひきつけられるもの 
があったのでしょうか、放課後やライトアップされた夜の 
会場に何度も足を運ぶ児童も多く見られました。 
 保護者の皆様、かかし作成のための服や長靴のご提供、 
多くのご観覧ありがとうございました。 

練馬区立南田中小学校 
校長 原田 知樹  

学校標語  「笑顔かがやき 優しさいっぱい」 

令和２年１２月１９日 

☆心に残った展覧会 
 


